
令和５年度予算の状況令和５年度予算の状況令和５年度予算の状況令和５年度予算の状況令和５年度予算の状況本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容

質
　
疑

　
審
議
会
に
諮
問
す
る
範
囲
、
対
象
を

伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
庁
舎
整
備
に
係
る
基
本
構
想
の
内
容

に
つ
い
て
、
７
回
程
度
の
審
議
会
を
経

て
、
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
審

議
内
容
は
、
現
庁
舎
の
抱
え
る
課
題
、

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性
、
新
庁
舎
建
設

に
向
け
た
基
本
理
念
や
基
本
方
針
、
新

庁
舎
機
能
の
検
討
、
新
庁
舎
適
正
規
模

の
算
定
、
建
設
候
補
地
の
比
較
検
討
、

事
業
手
法
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
概

算
事
業
費
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

質
　
疑

　
委
員
の
割
り
振
り
人
数
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
委
員
13
人
以
内
で
組
織
し
ま
す
。
知

識
経
験
を
有
す
る
者
を
２
〜
３
名
、
地

域
団
体
等
の
代
表
者
を
８
〜
９
名
、
そ

の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
者
と

し
て
２
〜
３
名
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

質
　
議

　
入
浴
施
設
の
廃
止
に
至
る
経
過
と
庁

内
協
議
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
令
和
２
年
11
月
に
幸
手
市
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
天
神
の
湯

は
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
11
年
度
か
ら
の
第
２
期
を
目

安
に
廃
止
す
る
こ
と
を
位
置
づ
け
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
協
議
の
場
を
３
回
設
定

し
、
昨
年
８
月
23
日
開
催
の
幸
手
市
公

共
施
設
等
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
会
議
に
て
、
天
神
の
湯
の
方
向
性
を

協
議
し
た
結
果
、
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
前
倒
し
し

て
、天
神
の
湯
を
廃
止
す
る
こ
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
年
９
月

26
日
開
催
の
政
策
会
議
及
び
10
月
３
日

開
催
の
庁
議
に
諮
ら
れ
、
そ
の
結
果
、

天
神
の
湯
は
令
和
５
年
、
今
年
６
月
末

日
を
も
っ
て
廃
止
と
す
る
最
終
結
論
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

質
　
疑

　
令
和
２
年
に
４
３
４
万
８
３
０
０
円
、

令
和
３
年
に
５
２
２
万
１
６
５
６
円
の

修
繕
費
が
あ
り
、
１
日
も
開
館
し
な
い

で
閉
館
と
い
う
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
こ
の
修
繕
は
実
施
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
不
具
合
は
解
消
さ
れ
、
問
題
な
く

完
了
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
１
月
の
下
旬
以
降
に
営
業

の
再
開
を
事
実
上
阻
む
原
因
は
、
浴
室

か
ら
の
水
漏
れ
、
水
栓
口
、
配
管
の
水

漏
れ
等
々
に
よ
る
も
の
で
す
。
新
た
な

事
象
が
生
じ
た
た
め
休
館
を
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。

質
　
疑

　
市
長
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
　
弁

　
第
１
と
し
て
、
総
合
振
興
計
画
等
に

基
づ
く
着
実
な
行
財
政
運
営
で
す
。

　
第
２
と
し
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
踏

ま
え
た
行
政
運
営
で
す
。

　
第
３
と
し
て
、
D
Ⅹ
の
推
進
で
す
。

　
第
４
と
し
て
、
的
確
な
経
常
経
費
の

見
積
り
で
す
。

　
第
５
と
し
て
、
歳
入
の
確
保
と
新
た

な
財
源
の
創
出
で
す
。

　
令
和
５
年
度
予
算
は
、
私
の
信
条
で

あ
る
市
民
本
位
の
行
政
、
未
来
志
向
の

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
、
幸
手
市
に
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
す
る

も
の
で
す
。

　
無
記
名
投
票
の
動
議
が
あ
り
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

質
　
疑

令
和
５
年
３
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

答
　
弁

質
　
疑

答
　
弁

答
　
弁

質
　
疑

質
　
疑

答
　
弁

質
　
疑

答
　
弁

市税
38.7％
市税
38.7％

地方
交付税
17.5％

地方
交付税
17.5％

国県
支出金
21.6％

国県
支出金
21.6％

市債
3.7％
市債
3.7％

その他
依存財源
9.9％

その他
依存財源
9.9％

その他
自主財源
8.6％

その他
自主財源
8.6％

165億
7千万円

歳入

　
令
和
５
年
３
月
定
例
会
は
２
月
17
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
32
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
・
改
正
案
11
件
、
４
年
度
補
正
予
算
案
５
件
、
５
年

度
当
初
予
算
案
８
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
人
事
案
件
４
件
、
諮
問
案
件
３
件
、
議
員
提
出

に
よ
る
規
則
制
定
案
１
件
の
合
計
33
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
条
例
案
２
件

を
除
き
、
31
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和５年度令和５年度 一般会計予算成立一般会計予算成立
一般会計 165億7,000万円（ ）前年度比

4.0％増

令和５年
３月定例会

依存財源合計
52.7％

歳出性質別 特別会計　(単位：千円）
　(単位：千円）

7,180,171
（43.3％）

区　　　分

歳　出　合　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

3,259,316
4,053,288
1,363,392
713,833
3,010,837
92,561

1,983,786
1,929,269
102,217
31,501
30,000

16,570,000

8,675,996
（52.4％）

予算額 小計（割合）
令和５年度

人 件 費
扶 助 費
公 債 費
普通建設事業費
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
積 立 金
貸 付 金
予 備 費

（4.3％）

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

6,278,873

868,906

4,514,599

45,003

309,554

12,016,935
※繰出金とは一般会計から各特別会計に繰り出す支出です。

一般会計

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
６
億
３
０
０
０
万
円（
4.0
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
2.0
％
増
の
64
億
７
６
１
万
９
千
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
６
億
３
０
０
０
万
円（
4.0
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
2.0
％
増
の
64
億
７
６
１
万
９
千
円

歳 入歳 出

（水道事業および公共下水道事業を除く。）

総務費
13.0％
総務費
13.0％

民生費
41.6％
民生費
41.6％

衛生費
8.7％
衛生費
8.7％

土木費
10.2％
土木費
10.2％

消防費
4.6％
消防費
4.6％

教育費
9.7％
教育費
9.7％

公債費
8.2％
公債費
8.2％

その他
4.0％
その他
4.0％

（
決
議
案
第
１
号
）

木
村
治
夫
議
員
の
議
員
辞

職
勧
告
決
議

（
決
議
案
第
１
号
）

木
村
治
夫
議
員
の
議
員
辞

職
勧
告
決
議

（
議
案
第
５
号
）

幸
手
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
５
号
）

幸
手
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
事
業
は
物
価
高
騰
に
伴
い
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
相
当
額
の
補
助
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
幸
手
産
米
を
配
付
。
公
民
館
の
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
設
備
を
利
用
し
、
高
齢
者
等
を
対
象
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
講
座
の
開
催
。
が
ん
検
診
で
は
、
集
団
検
診
に
加
え
、
個
別
検
診
を
拡
充
な
ど
。

165億
7千万円

歳出

自主財源合計
47.3％

（
議
案
第
17
号
）

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
予
算

（
議
案
第
17
号
）

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
予
算

（
議
案
第
２
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
審
議
会

条
例

（
議
案
第
２
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
審
議
会

条
例

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.106〔市議会だよりさって〕No.106



令和５年度予算の状況令和５年度予算の状況令和５年度予算の状況令和５年度予算の状況令和５年度予算の状況本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容

質
　
疑

　
審
議
会
に
諮
問
す
る
範
囲
、
対
象
を

伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
庁
舎
整
備
に
係
る
基
本
構
想
の
内
容

に
つ
い
て
、
７
回
程
度
の
審
議
会
を
経

て
、
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
審

議
内
容
は
、
現
庁
舎
の
抱
え
る
課
題
、

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性
、
新
庁
舎
建
設

に
向
け
た
基
本
理
念
や
基
本
方
針
、
新

庁
舎
機
能
の
検
討
、
新
庁
舎
適
正
規
模

の
算
定
、
建
設
候
補
地
の
比
較
検
討
、

事
業
手
法
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
概

算
事
業
費
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

質
　
疑

　
委
員
の
割
り
振
り
人
数
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
委
員
13
人
以
内
で
組
織
し
ま
す
。
知

識
経
験
を
有
す
る
者
を
２
〜
３
名
、
地

域
団
体
等
の
代
表
者
を
８
〜
９
名
、
そ

の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
者
と

し
て
２
〜
３
名
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

質
　
議

　
入
浴
施
設
の
廃
止
に
至
る
経
過
と
庁

内
協
議
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
令
和
２
年
11
月
に
幸
手
市
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
天
神
の
湯

は
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
11
年
度
か
ら
の
第
２
期
を
目

安
に
廃
止
す
る
こ
と
を
位
置
づ
け
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
協
議
の
場
を
３
回
設
定

し
、
昨
年
８
月
23
日
開
催
の
幸
手
市
公

共
施
設
等
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
会
議
に
て
、
天
神
の
湯
の
方
向
性
を

協
議
し
た
結
果
、
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
前
倒
し
し

て
、天
神
の
湯
を
廃
止
す
る
こ
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
年
９
月

26
日
開
催
の
政
策
会
議
及
び
10
月
３
日

開
催
の
庁
議
に
諮
ら
れ
、
そ
の
結
果
、

天
神
の
湯
は
令
和
５
年
、
今
年
６
月
末

日
を
も
っ
て
廃
止
と
す
る
最
終
結
論
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

質
　
疑

　
令
和
２
年
に
４
３
４
万
８
３
０
０
円
、

令
和
３
年
に
５
２
２
万
１
６
５
６
円
の

修
繕
費
が
あ
り
、
１
日
も
開
館
し
な
い

で
閉
館
と
い
う
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
こ
の
修
繕
は
実
施
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
不
具
合
は
解
消
さ
れ
、
問
題
な
く

完
了
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
１
月
の
下
旬
以
降
に
営
業

の
再
開
を
事
実
上
阻
む
原
因
は
、
浴
室

か
ら
の
水
漏
れ
、
水
栓
口
、
配
管
の
水

漏
れ
等
々
に
よ
る
も
の
で
す
。
新
た
な

事
象
が
生
じ
た
た
め
休
館
を
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。

質
　
疑

　
市
長
の
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
　
弁

　
第
１
と
し
て
、
総
合
振
興
計
画
等
に

基
づ
く
着
実
な
行
財
政
運
営
で
す
。

　
第
２
と
し
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
踏

ま
え
た
行
政
運
営
で
す
。

　
第
３
と
し
て
、
D
Ⅹ
の
推
進
で
す
。

　
第
４
と
し
て
、
的
確
な
経
常
経
費
の

見
積
り
で
す
。

　
第
５
と
し
て
、
歳
入
の
確
保
と
新
た

な
財
源
の
創
出
で
す
。

　
令
和
５
年
度
予
算
は
、
私
の
信
条
で

あ
る
市
民
本
位
の
行
政
、
未
来
志
向
の

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
、
幸
手
市
に
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
す
る

も
の
で
す
。

　
無
記
名
投
票
の
動
議
が
あ
り
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

質
　
疑

令
和
５
年
３
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

答
　
弁

質
　
疑

答
　
弁

答
　
弁

質
　
疑

質
　
疑

答
　
弁

質
　
疑

答
　
弁

市税
38.7％
市税
38.7％

地方
交付税
17.5％

地方
交付税
17.5％

国県
支出金
21.6％

国県
支出金
21.6％

市債
3.7％
市債
3.7％

その他
依存財源
9.9％

その他
依存財源
9.9％

その他
自主財源
8.6％

その他
自主財源
8.6％

165億
7千万円

歳入

　
令
和
５
年
３
月
定
例
会
は
２
月
17
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
32
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
・
改
正
案
11
件
、
４
年
度
補
正
予
算
案
５
件
、
５
年

度
当
初
予
算
案
８
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
人
事
案
件
４
件
、
諮
問
案
件
３
件
、
議
員
提
出

に
よ
る
規
則
制
定
案
１
件
の
合
計
33
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
条
例
案
２
件

を
除
き
、
31
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和５年度令和５年度 一般会計予算成立一般会計予算成立
一般会計 165億7,000万円（ ）前年度比

4.0％増

令和５年
３月定例会

依存財源合計
52.7％

歳出性質別 特別会計　(単位：千円）
　(単位：千円）

7,180,171
（43.3％）

区　　　分

歳　出　合　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

3,259,316
4,053,288
1,363,392
713,833
3,010,837
92,561

1,983,786
1,929,269
102,217
31,501
30,000

16,570,000

8,675,996
（52.4％）

予算額 小計（割合）
令和５年度

人 件 費
扶 助 費
公 債 費
普通建設事業費
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
積 立 金
貸 付 金
予 備 費

（4.3％）

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

6,278,873

868,906

4,514,599

45,003

309,554

12,016,935
※繰出金とは一般会計から各特別会計に繰り出す支出です。

一般会計

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
６
億
３
０
０
０
万
円（
4.0
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
2.0
％
増
の
64
億
７
６
１
万
９
千
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
６
億
３
０
０
０
万
円（
4.0
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
2.0
％
増
の
64
億
７
６
１
万
９
千
円

歳 入歳 出

（水道事業および公共下水道事業を除く。）

総務費
13.0％
総務費
13.0％

民生費
41.6％
民生費
41.6％

衛生費
8.7％
衛生費
8.7％

土木費
10.2％
土木費
10.2％

消防費
4.6％
消防費
4.6％

教育費
9.7％
教育費
9.7％

公債費
8.2％
公債費
8.2％

その他
4.0％
その他
4.0％

（
決
議
案
第
１
号
）

木
村
治
夫
議
員
の
議
員
辞

職
勧
告
決
議

（
決
議
案
第
１
号
）

木
村
治
夫
議
員
の
議
員
辞

職
勧
告
決
議

（
議
案
第
５
号
）

幸
手
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
５
号
）

幸
手
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

主
な
事
業
は
物
価
高
騰
に
伴
い
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
相
当
額
の
補
助
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
幸
手
産
米
を
配
付
。
公
民
館
の
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
設
備
を
利
用
し
、
高
齢
者
等
を
対
象
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
講
座
の
開
催
。
が
ん
検
診
で
は
、
集
団
検
診
に
加
え
、
個
別
検
診
を
拡
充
な
ど
。

165億
7千万円

歳出

自主財源合計
47.3％

（
議
案
第
17
号
）

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
予
算

（
議
案
第
17
号
）

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
予
算

（
議
案
第
２
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
審
議
会

条
例

（
議
案
第
２
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
審
議
会

条
例

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.106〔市議会だよりさって〕No.106



業
、
道
路
維
持
事
業
、
小
中
学
校
施
設

改
修
事
業
な
ど
が
あ
る
。

問
　
地
方
交
付
税
、
総
額
29
億
円
の
算

定
理
由
は
。

答
　
令
和
４
年
度
の
交
付
見
込
み
額
と

し
て
、
国
が
示
し
た
地
方
税
制
対
策
1.7

％
増
の
伸
び
率
を
乗
じ
て
算
出
し
た
が
、

若
干
減
額
の
修
正
を
し
て
い
る
。
臨
時

財
政
対
策
債
の
償
還
減
が
あ
る
こ
と
や
、

産
業
団
地
関
連
の
奨
励
金
が
入
っ
た
こ

と
に
よ
る
若
干
の
収
入
増
が
見
込
め
る

も
の
の
、
人
口
減
少
等
の
影
響
も
鑑
み

て
、
予
算
計
上
し
た
。

問
　
東
西
自
由
通
路
設
置
ピ
ア
ノ
管
理

業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
利
用
時
間
前
後
の
管
理
と
し
て
、

開
始
前
に
ピ
ア
ノ
周
り
の
ベ
ル
ト
イ
ン

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
移
動
と
受
付
簿
の

準
備
、
利
用
後
に
は
、
ピ
ア
ノ
の
清
掃
、

受
付
簿
の
回
収
、
中
へ
入
れ
な
い
よ
う

に
ベ
ル
ト
イ
ン
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
区

切
る
こ
と
、
ま
た
、
日
々
の
安
全
確
認

等
が
委
託
内
容
で
あ
る
。

答
　
令
和
４
年
12
月
２
日
に
国
の
第
２

次
補
正
予
算
が
成
立
し
、
そ
れ
を
受
け

て
交
付
税
の
追
加
交
付
、
臨
時
経
済
対

策
債
と
し
て
、
１
億
１
千
２
４
６
万
８

千
円
、
お
よ
び
当
初
の
交
付
予
定
額
の

調
整
戻
し
額
と
し
て
、
７
３
５
万
１
千

円
を
合
わ
せ
て
、
１
億
１
千
９
８
１
万

９
千
円
が
交
付
さ
れ
た
。

問
　
公
用
車
購
入
費
の
内
容
と
納
期
は
。

答
　
１
台
が
ダ
イ
ハ
ツ
・
タ
ン
ト
１
６

１
万
８
千
円
、
も
う
１
台
が 

ダ
イ
ハ

ツ
・
ミ
ラ
イ
ー
ス
１
１
６
万
４
千
円
。

予
算
の
可
決
後
、
５
月
ま
た
は
６
月
に

発
注
を
行
え
ば
、
納
車
ま
で
３
か
月
程

度
と
考
え
て
い
る
。

問
　
国
の
補
正
予
算
に
伴
っ
て
繰
越
明

許
費
の
追
加
補
正
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

繰
越
明
許
さ
れ
た
事
業
は
、
い
つ
頃
ま

で
に
執
行
さ
れ
る
の
か
。

答
　
で
き
る
限
り
早
く
事
業
に
着
工
さ

せ
た
い
。
期
限
が
長
く
か
か
り
そ
う
な

も
の
か
ら
優
先
し
て
、
前
倒
し
で
事
業

を
執
行
し
、
可
能
な
限
り
早
く
終
わ
ら

せ
、
地
域
経
済
に
貢
献
が
で
き
る
事
業

と
し
て
繰
越
明
許
費
に
計
上
し
た
。

※
主
な
事
業
と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
室
新
設
事
業
、
出
産
・
子
育
て
応

援
事
業
、
粗
大
ご
み
処
理
施
設
整
備
事

問
　
審
議
会
を
条
例
で
定
め
る
附
属
機

関
と
す
る
理
由
と
、
要
綱
や
規
則
に
基

づ
い
た
私
的
諮
問
機
関
と
す
る
考
え
は

無
か
っ
た
の
か
。

答
　
最
近
、
庁
舎
を
整
備
し
た
13
自
治

体
の
う
ち
７
つ
の
自
治
体
が
条
例
で
審

議
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
き
ち
ん
と
し
た
形
で
有
識
者
を
招

き
、
市
長
か
ら
の
諮
問
に
対
し
て
正
式

な
形
で
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
し
っ
か

り
と
し
た
立
ち
位
置
で
進
め
て
い
き
た

い
。
よ
っ
て
、
要
綱
や
規
則
に
よ
る
私

的
諮
問
機
関
で
は
な
く
、
条
例
で
の
設

置
を
提
案
し
た
。

※
審
議
を
進
め
る
中
、
幸
手
市
庁
舎
建

設
審
議
会
条
例
は
さ
ら
に
検
討
、
審
査

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
動
議
が
な
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
て
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決

し
た
。

問
　
地
方
交
付
税
１
億
１
千
９
８
１
万

９
千
円
の
増
額
理
由
は
。

問
　
定
数
を
３
１
０
人
か
ら
３
２
０
人

に
増
や
す
こ
と
に
至
っ
た
経
緯
と
理
由

は
。

答
　
来
年
度
か
ら
定
年
年
齢
の
引
上
げ

が
段
階
的
に
始
ま
る
。
１
年
ご
と
に
１

歳
ず
つ
引
上
げ
て
、
最
終
的
に
は
65
歳

が
定
年
と
な
る
が
、
こ
の
年
齢
の
引
上

げ
移
行
期
間
中
は
、
定
年
退
職
者
が
２

年
に
１
度
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ

ま
で
毎
年
度
の
退
職
予
定
者
数
な
ど
を

見
込
ん
で
定
数
の
範
囲
内
で
職
員
採
用

を
行
っ
て
き
た
が
、
職
員
採
用
の
平
準

化
を
図
る
よ
う
国
か
ら
の
助
言
も
あ
り
、

毎
年
度
、
一
定
数
の
職
員
採
用
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。
退
職
者
が
２
年

に
１
度
と
な
る
こ
と
で
、
一
時
的
に
、

現
在
の
市
長
部
局
の
職
員
定
数
で
あ
る

３
１
０
人
を
超
過
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
３
２
０
人
へ
変
更
す
る
も
の
で

あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

幸
手
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　（
議
案
第
１
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
審
議
会
条

例
　
　
　
　（
議
案
第
２
号
）

令
和
４
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
第
10
号

　
　
　
　
　（
議
案
第
12
号
）

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
17
号
）

こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

問答

答

答

問 問

答 問答 問

問答問答

〔市議会だよりさって〕No.106 〔市議会だよりさって〕No.97 （4）（5）

本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容

　賛
成
討
論

　
　
　青
木

　章

　
本
案
は
、
ウ
エ
ル
ス
幸
手
の
入
浴
施

設
を
廃
止
と
す
る
改
正
案
で
あ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
意
味
し
ま
す
。木

村
市
長
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
無

料
浴
室
も
令
和
４
年
３
月
に
廃
止
し
ま

し
た
。
ウ
エ
ル
ス
幸
手
「
天
神
の
湯
」

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
令
和
２

年
12
月
よ
り
休
館
と
な
り
、
そ
の
間
約

１
千
万
円
も
の
税
金
を
使
い
改
修
し
ま

し
た
。
そ
の
後
一
日
も
開
館
す
る
こ
と

な
く
廃
止
に
す
る
の
は
、
市
民
の
税
金

約
１
千
万
円
を
無
駄
使
い
す
る
内
容
で

市
長
の
対
応
が
厳
し
く
非
難
さ
れ
る
案

件
で
す
。
議
会
の
否
決
は
、
市
民
が
木

村
市
長
に
対
し
て
不
信
任
に
値
す
る
も

の
で
す
。
速
や
か
に
「
天
神
の
湯
」
再

開
を
行
な
う
よ
う
、
予
算
措
置
を
す
べ

き
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　坂
本

　達
夫

　
幸
手
市
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
本
庁
舎
の
耐
震
性
の
問
題
、
消
防

署
の
建
替
え
問
題
、
桜
泉
園
の
煙
突
問

題
、
東
武
鉄
道
の
西
側
で
は
南
北
を
走

る
幹
線
道
路
が
な
く
、
狭
い
道
路
を
多

く
の
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
り
、

市
民
は
危
険
な
道
路
の
中
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
洪
水
対
策
の
充
実
も
待
っ
た

な
し
で
す
。
天
神
の
湯
、
お
風
呂
の
問

題
は
、
私
は
個
人
や
民
間
施
設
の
問
題

と
考
え
ま
す
。
毎
年
約
2
5
0
0
万
円

以
上
の
赤
字
を
計
上
し
て
い
る
天
神
の

湯
は
廃
止
し
、
市
は
市
の
課
題
に
対
処

す
べ
き
で
す
。
以
上
、
天
神
の
湯
を
廃

止
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　武
藤

　壽
男

　
天
神
の
湯
の
使
用
料
金
は
通
常
開
館

の
場
合
、
年
間
約
9
万
6
千
人
が
利
用

し
約
1
6
0
0
万
円
程
度
、
一
方
経
費

は
、
施
設
管
理
委
託
料
約
1
0
5
0
万

円
程
度
、
光
熱
費
8
0
0
〜
9
0
0
万

円
程
度
で
あ
り
、
修
繕
費
等
を
み
て
も

市
の
負
担
は
年
間
約
5
0
0
万
円
程
度

と
見
ら
れ
ま
す
。

　
総
利
用
者
が
9
万
5
千
人
を
超
え
て

い
る
。
60
歳
以
上
の
高
齢
者
7
万
人
の

利
用
者
が
あ
る
。
独
居
高
齢
者
の
利
用

が
多
い
。
障
が
い
者
利
用
の
施
設
で
再

開
の
期
待
が
あ
る
。
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
施
設
は
廃
止
さ
れ
唯
一
の
施
設

で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
、
廃
止
し
た

場
合
の
代
替
案
な
く
、
必
要
と
さ
れ
る

維
持
管
理
の
積
算
も
示
さ
れ
ず
、
天
神

の
湯
の
廃
止
と
な
る
条
例
の
改
正
に
は

反
対
し
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
20
年
以
上
放
置
し
て
き
た
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
ま
み
れ
の
ゴ
ミ
焼
却
場
の
解
体

工
事
、
老
朽
化
し
た
消
防
署
の
新
築
工

事
、
後
数
年
と
言
わ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
焼

却
灰
最
終
処
分
場
、
少
子
化
に
よ
る
小

学
校
の
統
廃
合
、
学
校
給
食
の
完
全
無

償
化
（
全
国
2
5
4
自
治
体
実
施
）、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
市
内
循

環
バ
ス
往
路
路
線
と
東
鷲
宮
駅
路
線
の

復
活
。
市
内
病
院
を
中
心
と
し
た
バ
ス

停
の
設
置
。
お
年
寄
り
、
障
害
者
へ
の

登
録
制
に
よ
る
無
料
タ
ク
シ
ー
券
の
発

行
、
天
神
の
湯
の
再
開
、
白
線
が
消
え

た
ま
ま
の
市
道
又
は
劣
化
し
た
市
道
の

整
備
、
治
水
対
策
等
全
て
「
待
っ
た
な

し
」
で
す
。
こ
の
よ
う
な
予
算
措
置
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　賛
成
討
論

　
　
　武
藤

　壽
男

　執
行
部
の
皆
さ
ん
、
街
づ
く
り
の
構

想
は
、
そ
の
基
本
は
、
実
現
可
能
な
構

想
を
自
ら
発
想
し
、
実
現
可
能
な
事
業

計
画
と
財
源
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

今
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
財
政
指

数
だ
け
で
な
く
、
厳
し
い
時
こ
そ
財
政

が
回
る
範
囲
内
で
市
債
を
最
大
限
活
用

し
、
国
庫
支
出
金
等
も
獲
得
し
、
財
政

運
営
を
し
な
け
れ
ば
活
路
は
開
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
人
口
は
減
少
し
て
も
、
規

模
に
あ
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
を
目
指

し
て
、
真
の
自
治
を
確
立
し
、
時
代
に

あ
っ
た
幸
手
市
の
建
設
を
常
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
で
の
審
議
の
内
容
に
充
分
配
慮

し
て
戴
き
、
市
民
生
活
の
安
定
の
た
め

に
も
予
算
は
必
要
で
あ
り
、
賛
成
致
し

ま
す
。

反
対
討
論

反
対
討
論

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

山

　口

　寿

　通

　氏

河

　村

　成

　子

　氏

野

　村

　
　
　茂

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

小

　林

　達

　郎

　氏

小

　林

　弘

　和

　氏

髙

　島

　勝

　也

　氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
５
号
）

幸
手
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
５
号
）

幸
手
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
17
号
）

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算

（
議
案
第
17
号
）

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

小
森
谷

　進

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（4）〔市議会だよりさって〕No.106




